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平成２７年度の当初予算案の概要が公表されました。「都市の成長の果実を生活の

質の向上へ」のスローガンのとおり、皆様からお寄せいただいた大事な声が至るとこ

ろで宝石のように光っています。この好循環をより確かなものにするために、この３月

の予算議会、２期８年の総仕上げとして、勇猛果敢に論戦に挑んでまいります！ 

お問い合わせはこちら 

全小中学校の教室にエアコンの設置が決定！ 

２７年度、子ども医療費の入院費助

成対象が、これまで小学６年生まで

であったものが、中学３年生までに

拡大される予定です。 

今後、通院費の助成拡大を目指して

まいります！ 

おばな康広 

福岡市議会議員 尾花康広  福岡市東区和白 5-2-14-601（パティオ和白） 

（発行所） TEL/FAX：092-403-9970  （議員控室）ＴＥＬ711-4628 ＦＡＸ741‐4597 

 

高齢者乗車券、タクシー券が選択可能に！ 

２７年度、高齢者の社会参加促

進を目的とする交通費の一部

助成制度の「高齢者乗車券」

に、新たにタクシー券の導入が

予定されています！ 

感謝の心で！予算議会に挑みます！ 

ノンステップバス２年間で１８４台導入！ 

高齢者や障がい者、妊娠中や子育て

中の方などが乗り降りしやすいよう

に、ノンステップバス（段差のない低

床バス）が、今後８０台ペースで拡大

される予定です！ 

寡婦（夫）控除のみなし適用の開始！ 

２７年度、ひとり親家庭の支援策として、未

婚の場合でも税制度上のみなし適用が実

施される予定です！（対象：保育所保育

料、私立幼稚園就園奨励補助金、市営住

宅使用料の減免、就学援助等） 

放課後も一安心です。２７年度に放課後に帰宅しても保護者が仕事等で不在であ

る家庭の児童を対象とした「留守家庭子ども会」の全施設で小学校６年生までの受

入れが開始され、夏休み等の開始時間も８：３０⇒８：００に前倒しになります！ 

NEWS 

実現。ひとりの声からはじまりました！ 

“留守家庭子ども会”小学６年生まで受入れ開始！ 

 

中学３年生までの入院費が無料に！ 

ＰＭ２．５の飛来や猛暑による熱中

症が増加。児童生徒の学習環境向

上のため、平成２８年度までに市内

全小中学校の約３，０００教室にエ

アコンが設置されます！ 

徘徊高齢者捜してメールが都市圏に拡大！ 

認知症などで徘徊する高齢者の

情報をメールで協力サポーターに

一斉送信し、早期の発見・保護に

つなげる事業が福岡都市圏の１０

自治体に拡大され、広範囲の捜

索協力が可能となりました！ 



 

★ 子ども医療費の通院費助成の中学3年生までの拡充 

★ 高齢者・障がい者・低所得者の生活支援策の推進 

★ バス不便地域・丘陵地等へのデマンド型交通（コミュニティバス等）の導入 

★ 鉄道駅のバリアフリー化と歩道のフラット化、バス停上屋やベンチの整備促進 

★ 第１次から第３次に対応できる子ども疾病の夜間救急体制の整備（東区内） 

★ 起業と企業立地の促進、地場産業の経営支援強化による雇用の創出 

★ 地球温暖化対策として、省エネ・新エネルギーの活用の推進 

 

実現力！皆様の声を実現しました！ 

おばな康広ホームページ： www.komei-kyushu.net/fukuoka/obana 

おばな康広はやります！７つの重点政策 

№１ 

№２ 

№３ 

緊急時や災害時など、もしもの時に備えるために、「緊急時の連絡先」や「かかりつけ

の病院」などの情報を記載したカードを、筒状の専用容器（キット）に入れて、冷蔵庫

に保管する「安心情報のキット」の全市配布を実現しました！ 

 

第１次避難所の公民館には、デジタル防災無線の整備や飲料水・非常食といったも

のが備蓄され、建物も耐震化されています。災害は自宅で遭うとは限りません。外出

先でも、いざという時に避難できるように誘導案内板の全市設置を実現しました！ 

 

行政に各種申請を行う際、行政で揃えることができる住民票や所得証明書等の

書類を、わざわざ市民に仕事や家事を中断させ、交通費を使って区役所などに出

向かせ手数料まで取って添付させている、二度手間、三度手間の問題点を指摘。

添付書類の削減を推進しています。 政令市初のコンビニ交付も実現しました！ 

 

№４ 

３年前と比較した調査の結果、福岡市の中学生の６２％、小学生の４６％がネット・メデ

ィア依存傾向、「わけもなく疲れた」や「自分の生命は好きなようにしてかまわない」とい

う子どもが増えている実態が明らかになりました。そこで、子どもたちの代表が自ら決め

たスマホの使用制限ルールを、全小中学校に周知徹底する等の対策を講じました！  

 

 


